
                            

                            

                            

                            

    平成 26年 3月 1日発行 第 38号 

広
報 

第
三
十
八
号 

 

さ
く
ら
前
線 

 

虚
血
性
心
疾
患
は
、
日
本
に
は
も
と
も
と
少
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
食
生
活
や
生
活
様
式
が
西
洋
化
し
て
き
た
の
に
伴
い
、

増
え
て
き
ま
し
た
。
総
患
者
数
は
、
全
国
で
約
80
万
人
。
年
間

に
19
万
人
く
ら
い
が
虚
血
性
心
疾
患
で
亡
く
な
っ
て
お
り
癌
に

続
い
て
第
２
位
に
な
っ
て
い
ま
す
（
平
成
23
年
人
口
動
態
統
計
） 

 

次
回
は
、
狭
心
症
と
心
筋
梗
塞
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。 

  
 
 
 

 
 
 

 
 

  

気
象
庁
の
統
計
開
始
以
来
最
大
の
大
雪
に
よ
り
、
各
地
で
孤

立
す
る
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
（
2/20
現
在
）。 

特
に
透
析
を
行
っ
て
い
る
人
に
は
２
日
に
１
回
の
頻
度
で
病

院
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
事
態
は
と
て
も
深
刻
と
い
え

ま
す
。
透
析
を
行
う
一
因
と
し
て
糖
尿
病
に
よ
る
慢
性
腎
不
全

が
あ
り
ま
す
。
糖
尿
病
と
は
高
血
糖
の
状
態
が
続
い
て
し
ま
う

が
た
め
に
、
血
管
特
に
毛
細
血
管
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
し
ま

い
、
様
々
な
器
官
に
悪
影
響
が
出
て
し
ま
う
病
気
で
す
。 

網
膜
に
は
栄
養
を
補
給
す
る
多
く
の
血
管
が
走
行
し
て
い
ま

す
。
高
血
糖
状
態
が
長
く
続
く
と
、
こ
の
血
管
が
も
ろ
く
な
っ

た
り
、
一
部
が
膨
ら
み
コ
ブ
を
つ
く
り
（
動
脈
瘤
）
出
血
し
ま

す
。
ま
た
、
小
さ
な
血
管
が
血
栓
で
つ
ま
っ
た
り
、
つ
ま
っ
て

血
流
が
途
絶
え
た
部
位
に
血
流
を
補
充
す
る
た
め
に
新
し
い
血

管
（
新
生
血
管
）
が
で
き
て
き
た
り
し
ま
す
。
こ
の
新
生
血
管

は
、
急
ご
し
ら
え
の
た
め
非
常
に
脆
く
、 

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
出
血
を
起
こ
す 

原
因
と
も
な
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
が
進
行
し
て
い
く
と
、
失
明
に 

繋
が
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。 

       
 
 

 

 
 

吾妻さくら病院 

【
生
活
習
慣
病
っ
て
な
あ
に
？
】 

第
33
回

 

       

今
回
か
ら
、
心
臓
病
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。 

心
臓
病
に
は
、
い
く
つ
か
種
類
が
あ
り
ま
す
。 

① 

動
脈
硬
化
が
原
因
と
な
る
虚
血
性
心
疾
患
。
生
活
習
慣 

病
の
一
つ
。
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
な
ど 

② 

脈
の
乱
れ
を
起
こ
す
病
気
。
不
整
脈
、
心
房
細
動
、
心

室
細
動
、
房
室
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど 

③ 

生
ま
れ
つ
き
心
臓
に
問
題
が
あ
る
先
天
性
心
臓
病
。
心

房
中
隔
欠
損
、
肺
動
脈
狭
窄
な
ど｡

 

④ 

心
筋
の
病
気
、
心
臓
弁
膜
の
病
気
、
心
膜
の
病
気
な
ど 

⑤ 

そ
の
ほ
か
の
病
気
。
心
肥
大
、
精
神
的
な
原
因
か
ら
起

こ
る
心
臓
神
経
症
な
ど
。 

虚
血
性
心
疾
患
は
、
心
臓
に
血
液
が
行
か
な
く
な
る
病
気

で
、
心
臓
に
血
液
が
行
か
な
い
と
い
う
の
は
、
心
臓
を
動
か

し
て
い
る
筋
肉
、
心
筋
に
血
液
が
行
か
な
い
と
い
う
意
味
で

す
。 

血
液
が
行
か
な
い
と
血
液
を
つ
う
じ
て
送
ら
れ
て
き
た
酸

素
や
栄
養
が
来
な
く
な
っ
て
、
酸
欠
や
栄
養
不
足
が
起
き
、

細
胞
が
ダ
メ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

心
臓
病
は
、
突
然
の
発
作
で
倒
れ
、
死
ん
で
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
大
変
こ
わ
い
病
気
で
す
。 

狭
心
症
は
、
短
い
発
作
な
の
で
、
静
か
に
休
め
ば
治
り
、
特

効
薬
が
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
、
心
筋
梗
塞
は
心
臓
の
血
管
の
詰
ま
り
が
も
っ
と
長

く
続
い
て
、
こ
の
間
、
血
液
が
流
れ
な
い
の
で
、
心
筋
の
細

胞
が
壊
れ
て
死
ん
で
い
き
ま
す
。
心
筋
梗
塞
の
発
作
で
倒
れ

て
も
、
す
ば
や
く
心
臓
の
専
門
医
に
運
ば
れ
れ
ば
た
い
て
い

は
回
復
し
ま
す
。 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

こ
ん
に
ち
は
。
12
月
に
続
い
て
３
月
も
火
曜
日
の

外
科
外
来
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
小
峯

と
申
し
ま
す
。 

普
段
は
群
馬
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
第
一
外
科

で
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

私
は
前
橋
生
ま
れ
の
前
橋
育
ち
で
、
生
粋
の
群
馬

っ
子
で
す
が
、
今
ま
で
吾
妻
の
方
に
は
あ
ま
り
縁
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

今
回
吾
妻
さ
く
ら
病
院
で
働
き
は
じ
め
、
中
之
条
っ

て
良
い
所
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
温
か
い
人
が
多

く
、
景
色
も
き
れ
い
で
す
。 

普
段
車
で
来
て
い
ま
す
が
、
途
中
に
見
え
る
景
色

に
も
気
に
な
る
と
所
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
よ
り
山
の

方
も
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
気
に
な
り
ま

す
。 

こ
れ
を
機
会
に
吾
妻
の
良
い
所
を
た
く
さ
ん
知
れ

た
ら
な
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
是
非
教
え
て
下
さ

い
。 

 

診
療
に
つ
い
て
で
す
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
健
康

の
た
め
に
少
し
で
も
貢
献
出
来
た
ら
幸
い
で
す
。 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  
 

ご 
挨 

拶 

医 

師 
 

小
峯 

 

知
佳 

 

医
療
情
報 

【
糖
尿
病
性
網
膜
症
】 

 



                            

                            

                            

                           

  
 

 

今
回
は
「
高
齢
者
特
有
の
疾
患
・
状
態
」
の
中
か
ら
、
感
覚

障
害
（
視
覚
障
害
・
聴
覚
障
害
・
味
覚
障
害
）
を
も
た
ら
す

疾
患
や
状
態
を
ご
説
明
し
ま
す
。 

【
感
覚
障
害
】
（
視
覚
障
害
・
聴
覚
障
害
・
味
覚
障
害
） 

｢

視
覚
障
害｣

は
、
視
力
障
害
と
視
野
障
害
に
大
別
さ
れ
ま

す
。
視
力
障
害
は
と
く
に
病
気
が
な
く
て
も
、
加
齢
と
と
も

に
縮
瞳
（
瞳
孔
の
縮
み
）
、
水
晶
体
の
透
過
率
の
低
下
（
水

晶
体
の
に
ご
り
）
、
網
膜
か
ら
中
枢
ま
で
の
機
能
低
下
な
ど

に
伴
い
、
徐
々
に
視
力
は
低
下
し
て
い
き
ま
す
。 

白
内
障
は
無
色
透
明
だ
っ
た
水
晶
体
が
濁
っ
て
く
る
こ
と

で
発
症
し
ま
す
。
原
因
と
し
て
、
一
番
多
い
の
は
加
齢
で
す
。

他
に
、
ア
ト
ピ
ー
、
糖
尿
病
、
遺
伝
、
放
射
線
、
薬
の
副
作

用
な
ど
、
複
数
の
原
因
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
か
す
み
目
に

気
づ
い
た
ら
、
ま
ず
眼
科
を
受
診
し
、
白
内
障
だ
け
な
の
か
、

ほ
か
に
病
気
が
な
い
か
を
調
べ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で

す
。 

視
野
障
害
の
代
表
的
な
病
気
が
緑
内
障
で
す
。
一
般
的
に

は
、
眼
圧
が
上
昇
す
る
こ
と
で
視
神
経
に
負
担
が
か
か
り
、

緑
内
障
に
な
り
ま
す
。
眼
圧
が
か
な
り
高
く
な
れ
ば
、
吐
き

気
、
頭
痛
、
眼
痛
な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
が
、
早
期
で
は

一
般
的
に
自
覚
症
状
に
乏
し
く
、
進
行
し
た
場
合
に
視
力
低

下
や
視
野
欠
損
を
自
覚
し
ま
す
。
ま
た
高
齢
者
で
は
眼
圧
が

正
常
の
緑
内
障
に
な
る
タ
イ
プ
の
割
合
が
多
い
で
す
。
自
覚

症
状
に
乏
し
い
た
め
、
末
期
ま
で
放
置
さ
れ
て
か
ら
眼
科
を

受
診
す
る
ケ
ー
ス
も
多
い
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。 

聴
覚
障
害
に
つ
い
て
は
次
回
に
紹
介
し
ま
す
。 
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ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
症
候
群
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
糖

尿
病
の
自
覚
の
な
い
人
が
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
（
ス

ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
、
清
涼
飲
料
水
等
の
甘
い
飲
み
物
）

を
多
量
摂
取
し
続
け
る
と
、
血
糖
値
が
急
激
に
上
昇

し
、
ケ
ト
ア
シ
ド
ー
シ
ス
を
起
こ
す
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
甘
い
飲
み
物
を
大
量
に
飲
ん
だ
こ
と
で
、
体
内
が

高
血
糖
状
態
に
な
り
、
血
中
で
糖
質
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
体
内
の
た
ん
ぱ
く
質
や
脂

肪
を
糖
質
の
代
わ
り
に
利
用
し
、
そ
こ
か
ら
産
生
さ
れ

る
ケ
ト
ン
体
が
体
内
を
酸
性
に
傾
け
ま
す
。 

す
る
と
、
本
来
は
中
性
で
あ
る
身
体
が
酸
性
に
傾
い
た

こ
と
に
よ
り
、
身
体
の
機
能
が
低
下
し
、
昏
睡
状
態
に

陥
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
ケ
ト
ア
シ
ド
ー
シ
ス

と
い
い
、
死
亡
に
陥
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
十
～
三
十
代

の
若
者
に
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
の
猛
暑
に

よ
り
発
症
者
は
増
加
し
て
い
ま
す
。 

清
涼
飲
料
水
の
糖
質
濃
度
は
10
％
と
い
わ
れ
て
お
り
、

500

ml
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
50
ｇ
の
糖
質
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
（
ス
テ
ィ
ッ
ク
シ
ュ
ガ
ー
３
ｇ
を
18
本
分
と

お
考
え
く
だ
さ
い
） 

対
処
法
と
し
て
は
、
①
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
は
薄
め
て

飲
む 

②
喉
の
渇
き
や
す
い
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
と
一
緒

に
飲
ま
な
い 

③
水
分
補
給
は
水
、
無
糖
の
お
茶
に
す

る 昨
夏
も
暑
く
、
水
分
補
給
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
が
、

特
に
血
糖
が
高
め
の
方
は
、
お
気
を
つ
け
下
さ
い
。 

診 療 科  月 火 水 木 金 土 

内  科 

循環器科 

午前 
中澤※1 

中田※2 
中 澤 

 

 

中 澤 
中 澤 

(佐藤) 
中 澤 

中 澤 

午後 休 診 

外  科 

胃 腸 科 
(整形・リハ

ビリ科) 

午前  

藤 井 

(群大) 

※3 

 

小 峯 

（群大） 

※3 

笹口※4  

富 沢 

(群大) 

※3 

休 診 

(群大) 

※5 

午後 休 診 休 診 

心療内科 午後 休診※2 休 診 休 診 休 診 休 診 休 診 

外来受付時間：午前 8時 45分 から 12時 00分まで  

/ 午後 13時 00分 から 17時 00分まで 

 休診日 ：土曜日午後、および日曜・祝祭日（当番医は救急対応） 

 

※ 佐藤真司 Drの内科診療日は３/１３(木)になります。 

※ 3月 17日(月)の内科（心療内科）診察は午後からとなります。 

※ 毎週月曜日の外科外来は 10時 30分～となります。 

 

   

診療案内 
 

吾妻さくら病院 

※1 第 1・2・4・5月曜の診療となります。   

※2 第 3月曜日(3/17)午後の診療になります 

※3  毎週月火木曜 13 時～14 時は回診のため、午後

の外科外来の診療開始は 14時以降となります。 

 

※4 第 2・第 4水曜日となります。肛門専門医。 

※5 土曜日の外科は第 1・2・4・5の午前となります。 

◆ かかりつけ患者様の急病時はいつでも対応します。 

◆ 外科休診日でも軽度のケガ等はご相談ください 

◆ 3月外科当番日は 9日・23日となります 

   

 

  

発行 ：吾妻さくら病院 広報委員会 

      吾妻郡中之条町伊勢町 782-1 

      TEL：0279-75-3011 

        FAX：0279-75-3299 

        URL：http://www.a-sakurahosp.com 

栄
養
課
だ
よ
り 

「
水
分
補
給
か
ら
の
糖
尿
病
？
」 

管
理
栄
養
士 

斉
藤
恵
子 

介
護
だ
よ
り 

【
高
齢
者
特
有
の
疾
患
と
は
④
】 


